
ーキャパシタンス・インダクタンス変化時のＸ線波長測定ー



X線顕微鏡のX線源を作りたい

低エネルギー・点光源・短パルス・大強度の軟X線が必要

従来の熱陰極型X線源では困難

冷陰極型のフラッシュX線を使用



低エネルギー、大強度のX線源を実現させたい

インダクタンスとキャパシタンスを変化させ
X線波長特性を調べる

結果より低エネルギー、大強度のX線の発生に
望ましい条件を考察する



放出された加速電子が陽極に衝突しエネルギーを失う

真空中で対向している電極間に高電圧を印加する

陰極が加熱されてなくても表面の局部的な小さな突起部分から
電子が空間に放出され加速する

失ったエネルギーをＸ線として放出



Ａ
Ｋ

ベルジャー

光電子増倍管 シンチレータ

オシロスコープ
Ｇｍ Ｄｍ Ｒｍ

Ｃｍ
高圧電源

ロゴスキーコイル

光ファイバ



コンデンサ容量を
１０００～３０００[pF]に変化

ケーブルの長さを
６～１８[m]に変化

１．キャパシタンス特性 ２．インダクタンス特性

Ｘ線波形・電流波形を観測

Ｘ線波形よりＸ線波高値を
測定する

電流波形のピーク値、
振動周期より回路内の
インダクタンスを求める

アルミニウムフィルタの
厚さを０～５[mm]に変化



X線波形の一例

電流波形の一例
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１．キャパシタンス特性
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フラッシュＸ線の波長分布(50kV 2000pF 6m 0.55μH 11.6[Ω])
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エネルギー[keV]

フラッシュＸ線の波長分布(50kV 3000pF 6m 0.26μH 14.3Ω])
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フラッシュＸ線の波長分布
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フラッシュＸ線の波長分布(50kV 1000pF 6m 1.03μH 8.36[Ω])

コンデンサ容量[pF] インダクタンスＬ[μH] 抵抗Ｒ[Ω]

1000 1.03 8.36
2000 0.55 11.6
3000 0.26 14.3
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２．インダクタンス特性



0 10 20 30 40 50
0

1

2

3

4
[10

13
]

エネルギー[kV]

f(
E

)[
a.

u
]

フラッシュＸ線の波長分布　(50kV 2000pF 12m 0.70μH 16.91Ω)
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フラッシュＸ線の波長分布　(50kV 2000pF 18m 0.83μH 13.87Ω)
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フラッシュＸ線の波長分布　(50kV 2000pF 6m 0.55μH 8.36Ω)
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フラッシュＸ線の波長分布
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ケーブルの長さ[m] インダクタンスＬ[μH] 抵抗Ｒ[Ω]

6 0.55 8.36
12 0.7 16.91
18 0.83 13.87
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フラッシュＸ線の波長分布　(50kV 2000pF 12m 0.70μH 16.91Ω)
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コンデンサ容量 増加

電流 大

陰極から放出される
電子の数
増加

インダクタンス
減少

コンデンサを並列に
つないだためだと

思われる

X線強度 増加

ピーク値が
高エネルギー方向に

シフトする



インダクタンス 増加

抵抗 増加
ピーク値が

低エネルギー方向に
シフトする

接触抵抗の
影響と思われる

X線強度 減少



キャパシタンス 変化

Ｘ線の強度 変化

インダクタンス 変化

エネルギー分布曲線が
変化

低エネルギーで、大強度のＸ線を
発生させるには

キャパシタンス 大
インダクタンス 大


